
１．開催日   令和４年２月２８日（月） 

 

２．開催場所  株式会社ニューメディア 大会議室 

 

３．委員出席   

委員総数       ６名 

出席委員       ４名 

出席委員       髙谷里美、吉田智之、伊藤美由紀、嶋貫紘斗 

 

   放送事業者側出席者  伊藤優子（取締役米沢センター長） 

              佐藤大輔（米沢センター業務部長） 

松田典子（米沢センターコンテンツ制作課 

ディレクター） 

              須貝 崇（米沢センターコンテンツ制作課係長） 

              渡部剛士（ＣＣＳスタジオ 専務取締役） 

金 順治 （ＣＣＳスタジオ 制作課長） 

              鈴木朗子（ＣＣＳスタジオ 制作係長） 

 

４．議  題   １．委嘱状交付 

２．会社代表挨拶 

３．御審議 

４．報告 

５．その他 

 

５．議事の概要  １．開会 

         ２．御審議 

「Ｌｉｖｅ８→１０（ライブエイトテン）」 

毎週月曜～金曜 ８：００～１０：００ 

※平日朝の生放送番組。８時台は天気予報、交通情報、 

ニュースなどの情報を中心に、９時台は地域活動や 

サークル活動など、趣味につながるような話題を届ける 

情報系番組。                                                                                                                                 

         ３．報告 

４．その他 

 

 



６．審議内容 

 

Ａ委員 

   ・朝の情報番組として妥当な内容で、地域密着の情報はＮＣＶならでは

と思う。 

   ・一方で県内他地域の人物紹介は、置賜地域の話題が多い中で新鮮味を

感じ、幅広い情報提供としては良いと思った。 

   ・エフエムＮＣＶ全体のアナウンス力のレベルアップに期待したい。 

 

  Ｂ委員 

   ・番組構成が良く、暮らしに寄り添っている番組だと感じる。その理由

に、地域に特化した交通情報、新型コロナに関連する情報、イベント

情報を一度に、且つ細かく知ることが出来るため。 

   ・９時台の日替わりコーナーでは置賜地域、また県内で様々な活動があ

ることが知ることができ、曜日ごとに楽しめる内容だと思った。 

 

Ｃ委員 

   ・置賜地域という限定された中でのトピックスや、活躍してる人を取り

上げる放送は、地域の情報収集にとって役立つ内容だ。 

   ・市民パーソナリティのアナウンスはローカル感あって良い。 

   ・ローカル局らしく、地域住民の声がもっとたくさんあっても良い。 

 

 Ｄ委員 

・交通情報や天気予報などの情報系は出来るだけスムーズに進めること

が望ましい。 

 ・常に笑っている必要はないが、楽しそうに進めているのを聞いている

と、こちらも楽しくなり飽きずに聞くことができた。 

   

 

７．審議機関の答申又は意見に対してとった措置の内容 

 

  ・地域に特化した情報提供・人物紹介を意識した番組構成を目指す 

・アナウンス力のスキルアップを目指す 

 

 

 



８．審議機関の答申又は意見の概要の公表 

 

   令和４年３月２２日（火） ＦＭ生放送で公表 

   令和４年３月２２日（火）  自社ホームページに掲載 

 

 

 

９．次回の番組審議会開催予定 

 

次回は令和４年５月１９日（木）に開催予定 


